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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 74,913 △3.1 △2,642 ― △913 ― △2,214 ―

21年3月期第3四半期 77,318 ― △1,391 ― 899 ― △7,715 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △37.68 ―

21年3月期第3四半期 △131.25 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 216,597 176,169 80.8 2,978.33
21年3月期 227,874 177,345 77.3 2,997.71

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  175,059百万円 21年3月期  176,202百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
22年3月期 ― 11.50 ―

22年3月期 
（予想） 10.00 21.50

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 116,000 △7.8 △600 ― 1,700 △66.7 △900 ― △15.31
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・上記に記載した業績予想数値は、平成21年10月30日に公表しました内容から変更しております。詳細につきましては、平成22年１月27日に公表しました
「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
・業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。予想に内在するさまざまな不確定要因やこの後の
事業運営における内外の状況変化等により、実際の業績は上記予想数値と異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 65,138,117株 21年3月期  65,138,117株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  6,360,369株 21年3月期  6,359,152株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 58,778,204株 21年3月期第3四半期 58,782,529株
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(注) 個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

（参考）個別業績予想

平成22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日） (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通   期 106,000 △8.9 △500 ─ 1,700 △65.2 △900 ─ △15 31

㈱中電工（1941） 平成22年３月期　第３四半期決算短信

－3－



当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出・生産など一部に持ち直しの動きがみられたも

のの、企業収益の減少や厳しい雇用・所得環境が続くなど、景気は依然として厳しい状況にありました。

こうした中で、建設業界においては公共投資が堅調に推移したものの、住宅投資の減少、企業収益の減

少を背景とした設備投資の大幅な減少などにより、受注競争が一段と激化する厳しい状況となりました。

このような状況のもとで、当社グループは受注高の確保に向け、創立65周年を記念したエコ・キャンペ

ーンを実施するなど積極的な営業活動の展開と原価低減の一層の徹底に取り組んでまいりましたが、価格

競争が一層激化したことにより売上高が伸び悩み、加えて採算性も低下することとなりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、連結売上高749億１千３百万円（前年同期比

3.1％減、前年同期は773億１千８百万円）、営業損失26億４千２百万円（前年同期は営業損失13億９千１

百万円）、経常損失９億１千３百万円（前年同期は経常利益８億９千９百万円）となりました。 

また、時価が著しく下落した投資有価証券の評価損を特別損失として計上した結果、四半期純損失は22

億１千４百万円（前年同期は四半期純損失77億１千５百万円）となりました。 

  

総資産は2,165億９千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ112億７千７百万円の減少となりまし

た。主なものは、現金預金の減少36億６千４百万円、有価証券の減少10億３千７百万円、受取手形・完成

工事未収入金等の減少102億７千８百万円であります。 

負債は404億２千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ101億１百万円の減少となりました。主なも

のは、支払手形・工事未払金等の減少74億１千９百万円、退職給付引当金の減少17億６千５百万円であり

ます。 

純資産は1,761億６千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億７千５百万円の減少となりまし

た。主なものは、利益剰余金の減少34億７千８百万円、その他有価証券評価差額金の増加23億３千６百万

円であります。 

  

今後の経済見通しにつきましては、景気の持ち直し傾向が続くとみられるものの、設備投資の減少など

引き続き厳しい状況が続くものと考えられます。 

こうした状況のなかで、建設業界においては益々厳しい状況下での受注競争を強いられることが予想さ

れます。 

当社は、このような状況のもと、ビルや住宅などのリニューアル・リフォーム工事や太陽光発電設備な

ど環境関連工事をお客様に積極的に提案し受注の確保・拡大を図るとともに、これまで以上に採算性の向

上に向けた原価低減を徹底し、利益の確保に取り組む所存であります。 

なお、通期の業績予想につきましては、平成22年１月27日に公表した数値から変更しておりません。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

「法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法」 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測等を利用する方法によっております。 
  

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

 ・会計処理基準に関する事項の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計

基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間よ

り適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの

進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積り

は原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間に係る売上高は18億３

千６百万円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が、それぞれ１億３千６百

万円減少しております。 

  

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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